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2022年度第1回業界横断EDIタスクフォース 議事録




　
 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2022年7月19日（火）13:30～15:30
２．開催場所　：　オンライン会議（ZOOM）
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
特別会員　　清友　大造
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　兼子　邦彦
　一般社団法人SCCCリアルタイム経営推進協議会　　
特別会員    遠城　秀和  　ITコンサルタント
幹事会員　　斉藤　孝平　　株式会社NTTデータ経営研究所

幹事会員　　香坂　真人 　 株式会社JSOL
幹事会員　　大脇　雅志　　日本情報通信株式会社

正　会員　　岡村　俊也　　株式会社グローバルワイズ
正　会員　　佐合　翔平　　株式会社グローバルワイズ

正　会員　　鬼頭　達志　　株式会社グローバルワイズ

正　会員　　猪股　洋二　　パティオシステムズ株式会社
正　会員　　綿貫　聡　　　キャノンITソリューションズ株式会社
正　会員　　高橋　栄一　　キャノンITソリューションズ株式会社
正　会員　　木村　拓也　　富士通Japan株式会社
正　会員　　惣代　和明　　NECソリューションイノベータ株式会社
正　会員　　森　　安代　　NECソリューションイノベータ株式会社
正　会員　　坂本　和彦　　株式会社エクス
賛助会員    川内　晟宏  　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
賛助会員    野田　和巳  　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
賛助会員    坂本　真人  　GS1ジャパン

事 務 局　　菅又　久直　　一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会  
出席者20名
４．議事概要　
2022年度第1回業界横断EDIタスクフォース会議は、以下の議事を行った。
（資料：業界横断2022-1-01第1回業界横断EDIタスクフォース会議議事次第）
４－１．2022年度業界横断EDIタスクフォース活動スケジュール
　事務局菅又より、第1回技術手法委員会で承認された活動スケジュールの説明が行われ、それを確認した。 
（資料：業界横断2022-1-02 2022年度業界横断EDIタスクフォース活動予定）
４－２．業界横断EDI辞書2022年A版
　事務局菅又より、資料に基き国連CEFACT2022年共通辞書A版の日本語対応である業界横断EDI辞書2022年A版につき、追加された情報項目についての紹介が行われた。
（資料：業界横断2022-1-03業界横断EDI辞書2022年A版追加BIE）
４－３．国連CEFACT共通辞書2022年B版サブミッション
　事務局菅又より、中小企業共通EDI対応のための追加BIEにつき説明が行われた。7月末日にサブミッションの追加要請を締め切り、その後JEC登録技術審査グループの検査を行った後、8月中に国連CEFACTライブラリ・メインテナンス・グループに提案される。
（資料：業界横断2022-1-04国連CEFACT共通辞書2022年B版サブミッション）
４－４．JEC共通コード表の整備
　事務局菅又より、2021年度に設定した「コード及びコード表管理手順」の説明が行われ、現在JECから公開している共通コード表の紹介が行われた。
（資料：業界横断2022-1-05(1) コード及びコード表管理手順）
（資料：業界横断2022-1-05(2) JEC共通コード表V5一覧）
　川内委員より、中小企業共通EDIで整備中のコード表につき説明が行われた。
（資料：業界横断2022-1-05(3) 中小企業共通EDIコード定義表の策定方針）
（資料：業界横断2022-1-05(4) 中小企業共通EDI標準仕様書．識別コード定義表）
【審議】
· 文書サブタイプのコード付けは、親となる文書コードとの連動を考慮する必要がある。
· 数量単位の設定については、金額計算の対象となる項目について、特に注意が必要。
· コード値について、数字等の２バイト文字と１バイト文字を明確に区分することに注意。
· サブセット化したコード表について、バージョン管理をどうするか検討する必要がある。

４－５．国内DXの動向
　兼子リーダーより、資料に基き政府の国内DX戦略の動きにつき解説が行われた。
（資料：業界横断2022-1-06(1) 国内DXの動向）
事務局菅又より、資料に基き、経済産業省事業である貿易分野デジタル化連携プロジェクトの概要が紹介された。本プロジェクトにはJASTPROの秋田氏とSIPSの小生が委員として参加している。
（資料：業界横断2022-1-06(2) トレードファイナンスプロジェクト）
４－６．参照データモデル白書
　事務局菅又より、資料に基き「White Paper on Reference Data Model」の翻訳版の解説が行われた。本年度は、EDIのAPI化をにらみ、RDM（参照データモデル）を国内にどう適用して行くか検討して行く予定。
（資料：業界横断2022-1-07参照データモデル白書（翻訳））
４－７．今後の予定
· AFACT中間会議：7月28日

· 国際連携タスクフォース会議：8月22日
· 第2回業界横断EDIタスクフォース会議：9月12日

· 国連CEFACT総会：10月10日～11日
以 上
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